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道府県・政令市名【札幌市】 

１ 実践テーマ 【 Ⅰ・Ⅴ 】  

２ 実施対象者 札幌市立東月寒中学校 

 全学年 527名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（総合的な学習の時間） 

② 行事名（         ） 

③ その他（         ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（       ） 

② その他  （       ） 

４ 目標 

（ねらい） 

オリンピック・パラリンピックの精神である「スポーツを通して心

身を向上させ、文化や国籍の違いを越えて友情やフェアプレーを育

み、平和でより良い世界をめざす」という理念や価値について理解を

深める。また、広い視野に立って目標を設定し、目標の実現に向けた

努力が、人生を豊かにすることを自覚できるようにする。 

５ 取組内容 〇指導計画【４時間扱い】 

本校では、10月22日（月）～10月26日（金）を「オリパラ

ウィーク」と設定し、オリンピアンを招いて講演会を行なったり、図

書室にオリンピック・パラリンピックに関する本のコーナーを設けた

りして、生徒へ意識付けを行なった。また、３学年においては、体力

向上と講演会の中で教わった「仲間とともにスポーツができる喜び」

「友情やフェアプレーの大切さ」を実感することを目的とした「学年

ピック」を開催した。 

 

〇取組の様子 

①10月22日（月）５・６校時（本校１・２年生対象） 

ノルディック複合の阿部雅司さ

んを講師にお招きし、「オリンピッ

ク出場とスポーツを通じて養ってき

たこと」をテーマに、本校１・２年

生を対象に講演会を行なった。講

演の中では、阿部さんが1994年

のリレハンメルオリンピックで獲

得された金メダルをひとりひとり

の生徒が触らせていただき、今ま

ではテレビでしか見たことがない物を、直接触れさせていただけるこ

とに非常に感動している様子であった。 

                

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 

 



 

②10月25日（木）５・６校時（全校生徒対象） 

クロスカントリーの吉田圭伸選

手を講師にお招きし、「オリンピッ

ク出場とスポーツを通じて養ってき

たこと」をテーマに、全校生徒を対

象に講演会を行なった。講演の中で

は、吉田選手がスポーツを通じて大

切だと学ばれたことなどを、教わっ

た。講演会終了後の生徒からの質問

コーナーでは、「オリンピックで印象に残っていることは何か？」と

いう質問があがり、「家族に現地に来てもらい、その姿を見せること

ができたことです。」と返答をいただき、「自分も一生懸命な姿を見せ

られるように頑張りたい。」と生徒から声があがった。 

 

③10月26日（金）５・６校時（本校３年生対象） 

日常の体育の学習で習得した

技能・体力を発表する場とし、よ

り高いレベルに挑戦する意欲を

高めることを目標に、出場種目を

決め、学級対抗で陸上競技大会を

行なった。スポーツに親しみ、講

演会の中で教わった「仲間ととも

にスポーツができる喜び」「友情

やフェアプレーの大切さ」を実感することができた。 

 

④図書室に設置されたオリパラコーナー 

過去のオリンピックの特集の本

や、今回、講演会は行なうことが

できなかったパラリンピックに関

する本、また、スポーツ選手を支

える職業に関する本を設置し、全

校生徒に案内を行なった。 

６ 主な成果 

 

本校では約７割の生徒が部活動に入部し、スポーツに親しんでい

る。オリンピックという、華やかな舞台の裏側にあった挫折や困難の

実体験を知ることにより、「勇気をもらうことができた。」「諦めない

で挑戦しようと思った。」という感想があがった。また、「何事にも粘

り強く取り組むことの大切さを知った。」「やってみないと何も始まら

ないから、言い訳はやめようと思った。」とスポーツ以外のところで

も、自分自身の生き方について考えることができた。 

７ 実践におい

て工夫した点 

スポーツの世界だけでなく日常生活にもその精神を活用できるよ

う指導すること。 

８ 主な課題等 パラリンピックについての学習の時間の確保が課題である。 

９ 今後の取組

について 

今後の道徳の時間のなかで、困難に屈しないでねばり強く最後まで

やり抜く強い意志と態度を育てるよう指導する。また、保健体育の体

育理論（3年）において、オリンピック・パラリンピックとフェアプ

レーの関わりについて理解し、フェアプレー・チームワークについて

考える授業を展開する。 

 

 

 


